
郡上「カンパニー」とは

　郡上カンパニーは郡上市の移住促

進・雇用創出政策として、準備期間

を含め2016年に始まった。立ち上

げに先立って他地域の類似する取組

の視察に行ったメンバーは、単発の

イベントでは都会で行なわれている

ことの焼き回しになりかねない実情

を目にし、郡上のその土地らしさを

大切にすることを最重要視すること

から始めていった。この考え方は、

地元愛を積極的に口にする人が多い

郡上の風土にも合致するものであった。

　郡上カンパニーの「カンパニー」

は会社という意味もあるが、その語

源である「パンを分け合う仲間」、

　「地方創生」が国の政策に掲げら

れてから5年が経過しようとしてお

り、各地で様々な取組が進められて

いる。人口減少に悩む地方部におい

ては、産業を成り立たせ交流人口を

増加させることは、結果として放棄

地を減らし、その地域の自然環境を

守ることに直結する。

　国の重要無形民俗文化財に指定さ

れている郡上踊りで有名な岐阜県郡

上市は、全国有数の清流長良川と共

生する街でもある。この地域で「根

っこのある生きかたを、つくる」を

コンセプトに郡上カンパニーの取組

が始まった。取組の背景や大切にし

ている考え方について、ディレクタ

ーの岡野春樹氏に話を伺った。

すなわち共同体という意味を意識し

て使っている。郡上カンパニーは大

きく3つのプロセスから構成される。

①地域アイデア会議

郡上に暮らす人たちが自分のやって

みたい事業アイデアを出す。

②共創ワークショップ

東京や名古屋など都市部に暮らす人

と郡上に暮らす人たちとが一緒にな

り、①で挙がったアイデアのいくつ

かをプロジェクトに昇華させる。

③共同創業プログラム

都市部に暮らす人が実際に郡上市に

移住し、②の郡上発プロジェクトの

共同創業者として、プロジェクトの

事業化・創業に取り組む。③は地域

おこし協力隊の枠組みを使って行わ

れるため、最大3年間行政の支援を
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受けながら、地域に根付いた起業と

移住を目指していく。

地域が持つ寛容さ

　冒頭に記載した「根っこのある生

きかたを、つくる」は郡上によく通

う大手広告代理店のコピーライター

が製作したものだが、郡上が持つそ

の土地の寛容さが背景にあるという。

岡野氏は郡上の特徴を「懐深い自然。

思わず美しさ、神々しさにハッとさ

せられるような空間がそこかしこに

ある。そんな環境に身をおくと、人

は素直になれる気がします。きっと

昔の人はこの自然環境への頼りかた

が上手だったのでしょう。自然に頼

りつつ、自分が何に根っこをさして

生きていくかを知っていく」と指摘

する。ここで言う根っことは必ずし

も郡上を指すことではなく、人によ

ってアイデンティティを感じる場所

は様々である。しかしながら、便利

さを追い求め、どの場所に行っても

均質的な暮らしを享受できるように

なったことで、かえってどこにも本

当の居場所を感じられないといった

不安を感じる人も多くいるのが現状

である。この郡上カンパニーは、自

然と文化とコミュニティが包んでく

れるこの郡上を一つのサンプルとし

た、根っこのある生きかたを社会に

提案しているのだ。

あそぶこととまもること

　根っこのある生きかたをつくるう

えで、郡上カンパニーは根本に「あ

そぶ」ことを据えている。地域活性

や起業を課題として捉えてしまうと、

つい真面目なアプローチで深く考え

すぎてしまいがちだが、本来目指す

べき社会は、そこに暮らしている人

たち一人ひとりがその人らしく存在

し続けられることだ。当然、そこに

は楽しさや心地よさが必須であり、

アイデア会議から共創ワークショッ

プ、そして共同創業プログラムまで

郡上カンパニーのあらゆるプロセス

にあそびが組み込まれている。企画

をデザインする裏側においても、参

加者をコントロールせず、その場で

発露する想いや提案からクリエーシ

ョンが生まれることを信じて場づく

りを行っている。

　郡上に暮らす人たちと長年共にあ

る川遊びも郡上踊りも、伝統文化と

して守るための努力はあったものの、

同時にそれらに遊ばせてもらえる環

境がここにあったからこそ現代につ

ながってきた。「持続可能という言

葉に向き合うとどうしても減点方式

に感じられてしまう。それぞれなり

の角度から本気であそびを追求し、

自然環境や文化の豊かさに触れるこ

とができ、その先に守りたいものが

見えてくるのが郡上の良さだ」と岡

野氏は語る。

　郡上カンパニーが移住促進・雇用

創出という表向きの役割を演じなが

ら、本質的には郡上におけるあそび

の場づくりを担うことによって、結

果として文化やコミュニティ、環境

が守られていく。この好循環こそが

今地域で求められているのではない

だろうか。

郡上内外の人が入り混じり、遊びながらアイデアを練る。

郡上カンパニーの基本的な枠組み（提供：郡上カンパニー）。
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